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本号には，時間をかけて企画してきた創刊 60周年記念特集の第 1部が掲載さ
れています。編集委員会では企画段階から本誌「精神医学」の歴史を振り返り，
この期間におけるわが国の精神医学・医療について討論を重ねてきました。この
中から「精神科臨床から何を学び，何を継承し，精神医学を改革・改良できたか」
という主題が生まれました。佐藤光源先生の巻頭言には，これらの具体的内容が
簡潔明解に凝縮されており，来月号の第 2部にも続く本特集の海図と言える内容
となっています。
特集では，まず統合失調症と認知症の病名変更についての経緯，その影響と臨

床的意義について，それぞれの専門家による詳細な解説がなされています。これ
らに関しては，それぞれの病名の日本語訳が作られた時代から今日に至る社会的
な認識の変遷，治療学の発展などを背景に実施され，大きな波及効果をもたらし
たことが分かります。医療観察法の実現，操作的診断法のわが国への導入や発展
についてもその背景や影響についてわかりやすく解説されています。さらに，サ
イコオンコロジー，認知機能障害の概念，産業保健におけるメンタルヘルス概念，
認知行動療法などの新たに精神医学の中心に登場した主題についての解説がなさ
れています。
投稿論文では，研究報告として，児童・思春期精神科へ通院している中学生の

自尊感情に関する意欲的な研究，近年認知科学領域などで注目されている計算論
的接近による精神医学研究に関するミニレビュー，使用頻度の高い鎮痛薬配合剤
によるレビー小体病における幻覚妄想状態，精神病性障害に関する問題提起と読
み応えのある論文が掲載されています。
本号を通読すると，わが国の精神医学が進んできた道程を見て取ることができ

ます。先達から継承してきた日本精神医学の伝統を踏まえ，新たなものを作るに
当たっては検討を積み重ね，外国からの概念の導入には国情を踏まえて熟慮して
きたことが分かります。これらから，熟年の読者はそれぞれの時代とともにあっ
た自らを振り返り，より若手の読者は現在ある概念やシステムの歴史を知ること
が可能になると思います。特集に取り上げられた精神医学における複数の大きな
動きについては，今後も適正な評価に向けて広く検討を続ける必要があります。
読者の参加による誌面での意見交換など，これからも本誌が貢献するべき領域が
広がっています。 (M.U.)
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